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と経過時間の関係を表1に示した。起点から1分40秒

後に胸脚底節が後方へ向き始め，その後眼の変形が始ま

った。その後，触角，眼，胸脚の順で脱皮殻から抜け，

起点から5分で脱皮が終了した。脱皮を失敗したNo.2

の個体は触角が頭甲部に対して垂直になったときから胸

脚の変形が始まるまでの時間が短かく，このことが脱皮

失敗に結びついたと考えられた。

脱皮前後での体長の変化を観察した個体のうちNo.8

の個体の観察結果を図4に示した。この個体の脱皮前の

体長は19.2mmであり，脱皮が進行するにしたがって

次第に頭甲部が腹面側に折れ曲がり，見かけ上体長が

縮んだ。その後，体長は急速に伸長し，脱皮が完了する

胸脚が脱皮殻から抜けた時点で体長はかなり伸長してお

り，その後はわずかに長くなる程度であった。この個体

の脱皮後の体長は19.8mmとなった。したがって，脱

皮による体長の伸長は脱皮途中の短時間で起こり，脱皮

が終了した時点では体長の伸長はほぼ終了していること

が明らかになった。

６．飼育管理の違いが幼生の飼育成績に及ぼす影響

方 法

幼生飼育時の水槽交換の頻度，薬浴に用いる薬剤の

種類，および薬浴の頻度の違いが幼生の生残に及ぼす影

響について調査した。実験に用いた幼生は平均体長が

12.5mmと8.5mmの2群である。設定した条件として，

水槽交換の頻度を1週間に2回または7回とするもの，

1週間に1回または2回アンピシリンにより薬浴を行う

もの，薬浴を1週間に2回行い，各薬浴をアンピシリン

とOTC，またはアンピシリンとフロルフェニコールを

交互に用いるものを設定し，合計6実験区を設けた（表

2）。各実験区での実験開始時の飼育個体数は32～65

個体であり，各飼育管理条件で幼生を2ヶ月間飼育し

た。

結果および考察

実験結果を表2に示した。水槽交換の頻度の比較（実

験区1と2，実験区3と4）では，2つの条件で生残率

に差はなかった。また，薬浴の頻度，薬剤の種類の違い

についても，フロルフェニコールを用いた実験区で生残

率が若干高かった以外は実験区間で生残率に差は見ら

れなかった。以上のことから，飼育作業の効率化と薬剤

使用の軽減を図るためには，幼生飼育時の水槽交換の

頻度は1週間に2回程度，薬浴は1週間に1回が適当と

考えられた。また，用いる薬剤はフロルフェニコールが

効果的である可能性が示唆された。
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表１ 脱皮過程を観察した個体No.1の脱皮の様子

図４ 個体No.8における脱皮による体長の伸長と経過

時間の関係

表２ 水槽交換の頻度，薬剤，薬浴の頻度に関する飼育実験の結果


